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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
健
や
か
に
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
私
ど
も
議
会
の
活
動
に
対
し
て
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
町
制
施
行
35
周
年
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
多
く
の
方
々

の
参
加
協
力
が
あ
り
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
放
送
が
あ
り
緊
張
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

千
代
田
町
で
も
対
応
す
る
た
め
に
避
難
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
21
号

に
よ
り
水
害
等
身
近
に
感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
防
災
拠
点
と
し
て
の
防
災

倉
庫
設
置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
身
近
な
問
題
と
し
て
は
、
全
町
に
わ
た
り
自
主

防
災
組
織
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
て
、
商
業
施
設
の
誘
致
、
新
規
工
業
団
地

の
造
成
、
利
根
川
新
橋
建
設
促
進
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
議
員
が
決
意
を
新
た
に
、
町
と
協
力
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

聴
き
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

千
代
田
町
議
会
議
長　
襟
川 

仁
志

◎福祉産業常任委員会
委　員　長　髙橋　祐二
副委員長　大谷　純一
委　　員　青木　國生
　　　　　細田　芳雄
　　　　　森　　雅哉
　　　　　橋本　和之

◎総務文教常任委員会
委　員　長　川田　延明
副委員長　酒巻　広明
委　　員　柿沼　英己
　　　　　小林　正明
　　　　　大澤　成樹

議　長　襟川　仁志
副議長　髙橋　祐二
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平
成
29
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
14
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
承
認
１
件
、
議
案
13
件
、

諮
問
１
件
、
発
議
３
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
初
日
に
は
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問

に
立
ち
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

平成29年
12月定例会

《本会議》
 ７日 一般質問
 ８日 議案審議
 14日 議案審議

《委員会》
 11日 総務文教
 12日 福祉産業

…８日間

▼12　7 12　14

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

項 　　　目 補 正 額 補正後予算額
一般会計（第４号） 949万6,000円 47億9,623万2,000円
国民健康保険特別会計（第２号） 367万2,000円 15億6,394万3,000円
後期高齢者医療特別会計（第１号） 11万8,000円 1億　600万3,000円
介護保険特別会計（第２号） △1,622万9,000円 9億7,941万0,000円
下水道事業特別会計（第２号） 1,194万7,000円 2億3,968万0,000円

平成29年度   一般会計・特別会計補正予算

審議議案と議員の賛否
議案番号

議　員　名

議　案　名

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森
　
雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

小
林
正
明

柿
沼
英
己

細
田
芳
雄

青
木
國
生

襟
川 

仁
志

議決結果
（賛成 :反対）

第４回定例会
承認５号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成29年度千代田町一般会計補正予算（第３号））○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11:0）
議案28号 千代田町行政財産使用料条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案29号 千代田町いじめ問題対策委員会等設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案30号 千代田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案31号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案32号 千代田町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案33号 千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案34号 千代田町都市公園条例及び千代田町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案35号 千代田町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案36号 平成29年度千代田町一般会計補正予算(第４号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案37号 平成29年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算(第２号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案38号 平成29年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案39号 平成29年度千代田町介護保険特別会計補正予算(第２号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案40号 平成29年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
諮問１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11:0）
発議２号 千代田町議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
発議３号 千代田町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
発議４号 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継

続を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

主主人 事 案 件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

意
見
を
求
め
る
諮
問
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

福
田
美み

つ

え

津
江
氏(

新
任
・
千
代
田
町
大
字
赤
岩)

千
代
田
町
い
じ
め
問
題

対
策
委
員
会
等
設
置
条

例
の
制
定

　
千
代
田
町
い
じ
め
問
題
対

策
委
員
会
及
び
千
代
田
町
い

じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
の

設
置
に
伴
う
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

問
委
員
及
び
臨
時
委
員
の

人
材
を
町
内
で
ま
か
な
え
る

の
か
。
町
外
か
ら
任
命
す
る

こ
と
も
あ
る
の
か
。

答
問
題
の
性
質
上
、な
る
べ

く
町
外
の
方
を
任
命
し
た
い
。

千
代
田
町
都
市
公
園
条

例
及
び
千
代
田
町
社
会

体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
使
用
料
等
の
見
直
し
を
す
る

条
例
改
正
が
可
決
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
な
か

さ
と
公
園
野
球
場･

バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
棟
、
使
用
料
設
定
の

な
か
っ
た
、
く
ら
か
け
公
園

･

昭
和
公
園･

東
部
運
動
公
園

の
野
球
場･

東
部
運
動
公
園

小
体
育
館･

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

･
町
民
体
育
館
及
び
町
民
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
使
用
料
設
定

を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。(

町

内
在
住
・
在
勤
者
に
は
使
用

料
減
免
規
定
が
あ
り
、
以
前

同
様
に
利
用
で
き
ま
す
。)

問
常
駐
職
員
が
い
な
い
町

民
体
育
館
の
管
理
方
法
は
。

答
温
水
プ
ー
ル
事
務
所
で

管
理
し
て
い
ま
す
。
申
請
時

は
、
使
用
者
に
使
用
方
法
の

説
明
を
し
、
日
報
等
で
も
確

認
を
し
ま
す
。

問
町
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

使
用
料
が
種
目
に
よ
り
違
う

の
は
合
理
的
か
。

答
総
合
体
育
館
と
同
様
に

種
目
毎
の
使
用
面
積
に
よ
り

決
め
て
い
ま
す
。

問
く
ら
か
け
・
昭
和
公
園
、

野
球
場
の
備
品
管
理
方
法
は
。

答
今
ま
で
以
上
に
十
分
注

意
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
き

ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

　
歳
入
で
は
、
事
業
費
の
増

加
に
よ
り
国
庫
支
出
金
及
び

県
支
出
金
を
追
加
。「
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
」、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
か
ら
の

繰
入
金
も
追
加
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
の
公

共
施
設
建
設
基
金
に
積
み
立

て
、
町
税
還
付
金
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
電

算
業
務
委
託
料
の
追
加
。
衛

生
費
で
も
不
妊
治
療
費
助
成

金
を
追
加
。
清
掃
費
で
は
太

田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合

負
担
金
の
減
額
。
農
林
水
産

業
費
の
農
業
振
興
費
、
土
木

費
の
道
路
維
持
費
。
教
育
費

の
社
会
教
育
費
を
追
加
し
ま

し
た
。

問
千
代
田
未
来
塾
・
放
課

後
子
ど
も
教
室
開
催
の
た
め

の
補
正
予
算
額
は
適
正
な
金

額
か
。

答
平
成
30
年
度
に
本

格
開
始
す
る
た
め
の
試

行
に
伴
う
東
小
３
名
、

西
小
３
名
の
指
導
員
等

の
補
正
予
算
額
で
す
。
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　今回で５回目となる議会報告会を
開催しました。
　今回は、１部として平成28年度一
般会計決算、各常任委員会・議会改
革推進特別委員会の活動状況などを
報告、また検討内容についてのご質
問等をいただき、２部として意見交
換会をおこないました。

第５回

議会報告会を開催しました！
消防関係者との意見交換会を開催しました！

●平成29年11月18日(土)
午後６時30分～  町民プラザ 講義室

■
第
１
部　
報
告
会
■

問
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
は
ど
の
よ
う
な
活
動
か
。

答
子
ど
も
の
通
学
路
や
事

故
の
多
い
危
険
な
場
所
な
ど

は
執
行
部
に
点
検
や
改
善
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は

初
期
消
防
の
対
応
な
ど
災
害

が
起
き
た
場
合
、
近
所
の

方
々
の
救
助
な
ど
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
何
が
一
番
効
果

的
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

答
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
政
策
が
あ
る
と
思
い
、

議
会
で
も
協
議
を
し
て
い
ま

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
牛
乳

パ
ッ
ク
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト

レ
ー
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
各
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
設
け
る
な
ど
、
協

議
し
て
い
き
た
い
。

■
第
２
部　
意
見
交
換
■

問
10
月
の
２
回
の
台
風
で

二
十
数
か
所
の
水
害
が
出
た

と
い
う
。
大
泉
町
、
邑
楽
町
、

明
和
町
、
板
倉
町
と
い
う
東

毛
地
区
を
ま
た
い
だ
中
で
水

路
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

答
河
川
は
広
域
に
ま
た

が
っ
て
い
る
た
め
近
隣
市

町
で
県
に
要
望
を
出
し
て

い
ま
す
。

問
幼
保
一
体
化
は
、
ど
う

い
っ
た
変
化
が
あ
る
か
。

答
平
成
31
年
度
よ
り
実
施

す
る
と
い
う
方
向
で
進
ん
で

い
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
園

が
一
本
化
に
な
る
こ
と
で
の

先
生
の
問
題
は
町
で
も
考
え

て
い
ま
す
。
保
育
と
教
諭
の

資
格
を
両
方
持
っ
て
い
る
人

材
の
確
保
を
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
現
状
で
乳
児
保
育

で
先
生
が
足
り
ま
せ
ん
。
本

町
で
は
人
材
派
遣
会
社
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
き
ち

ん
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

問
中
島
の
通
学
路
で
、
保

護
者
の
方
々
が
立
っ
て
見
守

り
隊
を
し
て
く
れ
て
い
る
が
、

先
日
は
１
人
で
お
こ
な
っ
て

い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お

願
い
を
で
き
な
い
か
。

答
町
と
し
て
も
現
状
１
か

所
監
視
カ
メ
ラ
を
付
け
て
抑

止
力
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
が
あ
る
か
ら
安
全
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
効
果
に
期
待
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
交

通
安
全
運
動
週
間
の
時
期
に

は
朝
の
登
校
時
間
に
旗
を

持
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
が
、

１
年
を
通
し
て
と
な
る
と
対

応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
対
応
を

要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
内
容
の
一
部
抜
粋
）
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　消防団と女性消防協力会の方々と本町における
現状や今後の対応について意見交換しました。

消防関係者との意見交換会を開催しました！
●平成29年11月８日(水)
 午後６時30分～　総合体育館　多目的室

　
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
交

通
安
全
運
動
週
間
の
時
期
に

は
朝
の
登
校
時
間
に
旗
を

持
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
が
、

１
年
を
通
し
て
と
な
る
と
対

応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
対
応
を

要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
内
容
の
一
部
抜
粋
）

１
．台
風
被
害
に
つ
い
て

　
先
日
の
台
風
は
消
防
署
や

行
政
と
連
携
で
き
た
の
で
、

今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
も
っ
と
大
き
な
台
風

被
害
が
出
る
可
能
性
を
見
据

え
、
今
回
の
被
害
の
状
況
や

出
動
の
内
容
な
ど
を
議
会
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２
．人
員
確
保
に
つ
い
て

　
群
馬
県
消
防
協
会
で
毎
年

協
力
企
業
の
表
彰
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

 　
　
　
　
団
員
確
保
に
関

し
て
は
各
班
に
任

せ
て
い
る
が
、
消

防
団
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
場
所
に
も
積
極

的
に
い
く
よ
う
に

し
た
い
。

　
役
場
職
員
や
消

防
Ｏ
Ｂ
の
活
用
、

被
災
者
の
心
の
ケ

ア
へ
の
対
応
な
ど

も
検
討
課
題
と
し

て
い
る
。

３
．避
難
場
所
の
確
保

　
　
に
つ
い
て

　
千
代
田
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
る
と
消
防
署
や

消
防
団
も
活
動
が
困
難
と
な

る
状
況
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

早
め
の
応
援
要
請
に
よ
り
空

か
ら
救
出
し
て
い
た
だ
く
対

応
も
考
え
て
い
く
。
合
わ
せ

て
、
避
難
後
の
対
応
も
必
要

と
考
え
る
。

４
．自
主
防
災
組
織
に

　
　つ
い
て

　
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団

と
の
関
わ
り
が
今
後
の
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

　

若
い
人
た
ち
に
も
参
加

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

こ
と
は
町
の
活
性
化
に
繋
が

る
の
で
、
例
え
ば
炊
き
出
し

を
お
こ
な
う
な
ど
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
行
事
も
考
え

て
い
く
。

５
．そ
の
他

　
災
害
の
メ
ー
ル
に
関
し
て

は
館
林
本
部
の
司
令
室
か
ら

一
斉
に
送
信
を
し
て
い
る

が
、 

消
防
署
か
ら
消
防
団
へ

の
電
話
連
絡
に
つ
い
て
は
、

電
話
回
線
が
１
本
し
か
な
い

の
で
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
。

「千代田町議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定」が
議会改革推進特別委員会委員長より提出され可決しました。

「市町村道路関係予算の確
保及び道路整備に係る補
助率等の嵩上げ措置の継
続を求める意見書の提出
について」の発議が福祉
産業常任委員長より提出
され可決しました。

⬇
関係行政庁に
意見書を提出

見書意

発 議

内容
説明

議員の職責の重要性及び議会への住民の信頼の確保をかんがみ、議員が
長期にわたって議会活動等ができなくなった場合、当該議員の議員報酬
及び期末手当の支給を減額するものです。
なお、本条例の施行期日は、平成30年４月１日となります。
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子ども議会

中
学
生
議
長・副
議
長
も
議
長
席
で
大
奮
闘
！

町制施行35周年事業として12月26日に開催されました。

千代田中学校３年生の12名が“子ども議員”となり、

子どもならではの視点で、町への質問や意見をしました。

千代田町では、25年ぶりの子ども議会開催となりました。

千代田中学校吹奏楽部の皆さんが　　熱のこもった演奏で開会に花を添えてくれました。

温度計設置について
Ｑ 千代田中に温度計が設置されたが、
バスケ部やバレー部が使う町民体育館
には温度計がないので設置してほしい。
A 今後、さらに気温の上昇が予想さ
れるので、利用される方の体調管理の
ためにも、温度計の設置について、前
向きに検討していきたいと思います。

東西児童の交流について
Ｑ 東西小学校の交流が、小学校５年生の林
間学校だけで少ない。お互い知っていた方
が、中学生活が初めから楽しくなると思う。
A 環境が変わるたびに変化する人間関係
に自分の力で対応していかなければなりま
せん。様々な行事に参加して、積極的に交
流していただけるとよいと思います。

東部運動公園にあるコミュニティセンターの利用について
Ｑ 公園に遊びに来ている人向けや勉
強できるスペースとして活用できれ
ば、利用者も増えると思う。
A 今後の活用方法としては、地元農家
と協力し、地場産の野菜販売や、サッカー
場の利用者などが休憩できるよう一部
を開放していく予定です。

なかさと公園の遊具について
Ｑ 滑り台の土が崩れていて、他にも危な
い箇所があった。なので、点検や整備をし
た方がいいと思う。
A 遊具の点検は、国土交通省の基準にも
とづき、毎年資格を持った専門業者の人に
依頼しています。気付いたところがあれば、
すぐに役場都市整備課へ連絡して下さい。

街灯について
Ｑ 暗くなってから散歩をする人も多く、
物騒な事件や夜間の交通事故を防止する
ためにも街灯を増やした方がいい。
A 今年度は、新福寺・福島地区に60基
の防犯灯を設置しました。防犯灯は犯罪
防止の有効な手段なので、よく選定して
設置を進めていきたいと思います。

夏の暑さについて
Ｑ 暑い地域で、部活動の休憩中も日差
しが強いため、部活動のベンチに屋根が
付けば熱中症対策になるのではないか。
A 簡易式テントはどうでしょうか。組
立式であれば、日差しの状況で移動がで
き、大会などにも持ち込めます。学校と
相談しながら研究したいと思います。

議席番号

０1

議席番号

０2

議席番号

０3

議席番号

０4

議席番号

０5

議席番号

０6

１組
吉田健人

３組
橋本実弥

１組
荒井希美

３組
須藤秀太

１組
髙橋璃桜

２組
関根健真

初めての議会でいい経験になりました。議場で議会ができて楽しかったです！

町の政治を身近に感じることができ、勉
強になりました。

緊張したけれど、良い経験ができて良
かったです。

副議長としての進行、とても緊張しまし
た。

貴重な経験ができてよかったです。
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千代田中学校吹奏楽部の皆さんが　　熱のこもった演奏で開会に花を添えてくれました。

なかさと公園について
Ｑ スケートボードが小学生から大人の間
でも流行っている。なかさと公園にスケー
トボードができる広場を作ってはどうか。
A 近隣にいくつかあるスケートパークな
どで、広さはどの程度かなどの調査をし、
利用者の需要が多ければ、検討してみた
いと思います。

中学校の備品について
Ｑ 西小学校にはある顕微鏡などの備品が
中学校には少ない。何故なのか疑問に感じ
ている。
A 備品や器具、楽器等は学校からの要望
を受け、町のお金で購入しています。なの
で、生徒の皆さんはどうしても必要な備品
等があれば、先生に相談してみてください。

中学校の駐輪場について
Ｑ 風が強い日に中学生の自転車が倒れてい
て、カゴが曲がったり、破損してしまった
人もいると思う。
A 近隣の高校が強風の転倒防止策として、
群馬県産の木材で風を逃がす板を作成し、
駐輪場に設置したとのことでした。費用面も
含め、設置できるかどうか調査してみます。

川せがきについて
Ｑ 会場を広くし屋台の数を増やすなどイベン
トを活発にすれば町の認知度も上がるのではな
いか。
A 河川敷を利用しているため、会場を広げる
のは安全面を考えると難しいと思われます。他
では見ることのできない特色を活かし、今後も
魅力あるイベントにしていきたいと思います。

町の人口減少について
Ｑ 人口減少対策として、米麦を活かし
町の良さをPRすることやスポーツ振興
による町の活性化はどうか。
A お米や麦、農産物の収穫体験、おもて
なしマラソンなどのPRを含め、町の良さ
を知っていただき、住んでみたいと思う
方を増やしていければと考えています。

職員の給料について
Ｑ 今後開始される未来塾だが、教師の勤
務外労働を含めて給料は見合っているか。
A 指導者については、広報等の募集で応
募された方々になっていただく予定です。
現職の教員は含まれず、労働時間が増え
ることはありません。指導者の方々には
勤務時間に応じた賃金を支払う予定です。

　町制施行35周年を記念し
て子ども議会が、中学校長
他多くの関係者のご協力のも
と開催されました。将来を担
う中学生が、まちづくりにつ
いて考え、議会体験を通し

て、行政や議会に興味や関心を持つ機会とし
ていただきたいと思います。

　12名の子ども議員の皆さんか
ら質問されたすべてが、日頃身
近に感じている学校のこと、地
域のことをいま以上に良くした
いという強い思いが伝わり感動
する議会でした。

襟川議長あいさつ

髙橋副議長講評

議席番号

０7

議席番号

０8

議席番号

０9

議席番号

10

議席番号

11

議席番号

12

２組
由井　翔

１組
杉嵜一馬

３組
八山椋成

２組
小林　恋

３組
高橋一輝

２組
吉永有希

緊張したけど、スムーズにできました！緊張したけど、良い体験ができました！

いつもと違う空気がして緊張しました。とても貴重な体験をさせていただきまし
た！

初めての議会、楽しかったです！緊張はしましたが、とてもよい経験とな
りました。

杉嵜議長

子ども議員と前列左から教育長、議長、町長、副町長、後列右 副議長

橋本副議長



そこが聞きたい
７議員が登壇

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般におけ
る事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、報告・説明
を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

一 般 質 問

小林　正明 議員
① 賑やかな町づくりの考えは
② 観光の見直しと、今後の展開は
③ ご当地動画制作の考えは

P.９ P.10森　雅哉 議員
① 外国語教育について

P.12川田　延明 議員
① 買い物弱者対策について
② 自主財源確保の充実について

P.14大澤　成樹 議員
① 少子化対策における婚活支援について
② 不審者対策について

P.13橋本　和之 議員
① スクールカウンセラーについて
② 企業誘致について

P.15髙橋　祐二 議員
① 千代田町の町長・議員の選挙日程について
② 行政懇談会について

大谷　純一 議員
① 水害対策について
② 下水道の接続普及について

P.11
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にぎやかな町づくりの考えは

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

みんなで魅力ある
にぎやかな町づくり
に協力しよう！

つぶやき

問　
に
ぎ
や
か
な
町
づ
く

り
の
考
え
は
。

町
長　

商
業
施
設
・
新

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

や
利
根
川
等
を
活
用
し
た

観
光
資
源
の
掘
り
起
し
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
づ
く
り
に
必
要
な

「
若
者
、よ
そ
者
、ば
か
者
」

の
協
力
を
い
た
だ
く
考
え
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
つ
い
て
は
活
動
内

容
、
受
入
れ
た
い
人
材
像
、

活
動
体
制
な
ど
の
検
討
を

す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
若

者
、
よ
そ
者
、

ば
か
者
」
こ
の

考
え
の
中
で
は
、

勇
気
、
情
熱
、

英
知
も
結
集
し

て
町
づ
く
り
に

臨
む
こ
と
が
大

切
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

観
光
の
見
直
し
と
今
後
の
展
開
は

【
町
長
】　
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
里
山

　
　
　
　
フ
ッ
ト
パ
ス
を
進
め
た
い

にぎわう！　ちよだ利根川おもてなし♥マラソン

【 町長 】商業施設・企業誘致・観光の
　　　　掘り起しを進めたい

動
画
制
作
の
考

え
は

【
町
長
】　
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す

問　
利
根
川
水
辺
整
備

と
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
と
す
る
考
え
は
。

町
長　

か
わ
ま
ち
づ
く

り
の
支
援
事
業
と
し
て
国

土
交
通
省
、
熊
谷
市
、
本

町
が
一
体
と
な
り
水
辺
整

備
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
瀬
戸
井
で
は
自
然
環

境
と
非
動
力
船
レ
ガ
ッ
タ

等
を
、
赤
岩
渡
船
上
流
で

は
動
力
船
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
等
の
エ
リ
ア
な
ど
を

メ
ッ
カ
に
し
て
い
く
に
は
、

周
辺
住
民
へ
の
配
慮
や
安

全
面
で
の
担
保
な
ど
、
水

面
利
用
協
議
会
や
治
水
と

環
境
検
討
会
等
と
連
携
し
、

す
み
わ
け
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
里
山
フ
ッ
ト
パ
ス
の

考
え
は
。

町
長　

植
木
産
業
の
Ｐ

Ｒ
と
し
て
「
植
木
の
里
千

代
田
フ
ッ
ト
パ
ス
及
び

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
を

考
え
て
い
ま
す
。
整
備
さ

れ
た
里
山
や
造
園
業
者
の

植
木
畑
や
一
般
家
庭
の
自

慢
の
庭
園
を
中
心
に
町
の

施
設
、
名
所
め
ぐ
り
を
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
う

も
の
で
す
。

問　
ご
当
地
動
画
制
作
の

考
え
は
。

町
長　

費
用
対
効
果
を

考
え
町
に
あ
っ
た
Ｐ
Ｒ
の

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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つぶやき

学校では英語での
コミュニケーション
能力も重視されてい
るんですね

外国語教育への取り組みは

森　 雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

問　
小
学
生
に
は
、
ど
の

程
度
ま
で
英
語
教
育
を
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長　
小
学
校
卒
業
ま

で
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
礎
と
な
る
資
質
・
能

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

国
の
指
針
に
も
と
づ
い
て

小
学
校
の
英
語
教
育
を
よ

り
よ
い
も
の
に
し
た
い
。

問　
自
分
の
こ
と
を
外
国

語
で
伝
え
る
な
ど
の
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
つ
い
て
は
。

教
育
長　
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
一
層
進
む
社
会
に
お
い

て
、
極
め
て
大
切
な
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 教育長 】コミュニケーション能力
　の向上も目指したい

問　
中
学
生
を
対
象
に
ス

ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
場
が

あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
。

教
育
長　
特
別
な
場
で
の

ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
表
情
豊

か
に
話
し
た
り
堂
々
と
自

分
の
考
え
を
話
し
た
り
と

い
っ
た
総
合
的
な
力
を
養

う
場
と
な
る
の
で
大
変
有

効
な
取
り
組
み
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
学

校
の
中
だ
け
に
限
ら
ず
、

町
内
外
に
も
設
け
る
の
は

ど
う
か
。

10

問　
英
検
に
つ
い
て
教
師

も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
現
状
で
は
教
員

は
定
価
の
約
半
分
で
受
検

で
き
る
の
で
、
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

教
育
長　
夏
休
み
期
間
中

に
英
語
を
使
っ
た
体
験
活

動
等
が
実
施
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い
。

問　
英
検
の
受
検
料
無
料

化
を
小
学
生
や
高
校
生
に

も
広
げ
て
い
く
の
は
ど
う
か
。

教
育
長　
成
果
よ
り
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
地
、

基
礎
を
養
い
た
い
の
で
小

学
校
の
段
階
で
は
英
語
検

定
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
に
つ
い
て
は
、

大
学
入
学
試
験
で
英
語
検

定
な
ど
が
活
用
さ
れ
る
見

込
み
も
あ
る
の
で
検
討
し

た
い
。

西小学校での英語に親しむ工夫



千代田町議会だより「大河」141号　平成30年１月25日発行

広域連携で河川の整備を

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

下水道料金が安ければ
みんなが入ってくれる
のになぁ

つぶやき

問　
台
風
21
号
に
よ
る
本

町
の
被
害
状
況
は
。

総
務
課
長　
床
上
浸
水
３

棟・床
下
浸
水
２
棟
・
道
路

冠
水
18
か
所
な
ど
で
す
。

問　
中
島
地
区
の
ニ
ノ
堰

水
門
の
不
可
動
が
越
水
の

原
因
か
。

総
務
課
長　

可
動
は
し

ま
し
た
が
、
水
量
が
多
く

水
圧
が
高
か
っ
た
た
め
、

開
閉
に
難
渋
し
ま
し
た
。

問　
休
泊
川
排
水
機
場
の

作
動
状
況
は
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
と
の
連
携
は
取

れ
て
い
た
の
か
。

総
務
課
長　

連
携
は
取

れ
正
常
に
稼
働
し
て
い
ま

し
た
が
、
太
田
市
・
大
泉

町
方
面
か
ら
の
多
量
の
雨

水
が
最
下
流
の
中
島
地
内

へ
集
ま
る
こ
と
か
ら
越
水

被
害
に
な
り
ま
し
た
。

問　
町
内
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
公
共
施
設
や

企
業
が
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
が
、
何
人
分
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

災
害
避
難

場
所
と
し
て
36
か
所
・
８

０
１
２
人
が
収
容
可
能
で
、

洪
水
発
生
時
の
避
難
場
所

で
は
民
間
企
業
も
含
め
13

か
所
・
１
８
８
６
人
が
収

容
可
能
予
定
で
す
。

問　
河
川
は
本
町
だ
け
で

な
く
、
広
域
で
整
備
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
。

町
長　

想
定
外
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
ハ
ザ
ー
ド

下
水
道
料
金
が
高
い
の
で
は
な
い
か

【
町
長
】　
近
隣
の
市
町
と
比
較
も
含
め
精
査
し
た
い

11

越水被害のあった中島地区の水門

問　
下
水
道
の
接
続
率
は
。

環
境
保
健
課
長　
平
成
29

年
10
月
末
現
在
で
56
・

９
％
で
す
。

問　
下
水
道
の
接
続
率
が

県
内
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

あ
り
、
下
水
道
料
金
を
下

げ
て
接
続
率
を
上
げ
た
ら

ど
う
か
。

【 町長 】想定外に対応できるように取り組みたい

マ
ッ
プ
も
含
め
て
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

館
林
・
邑
楽
と
い
う
広
域

で
勘
案
し
な
が
ら
被
害
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

町
長　

下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
経
常
採
算
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
値

下
げ
は
当
面
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
近
隣
の
市

町
と
比
較
も
含
め
て
精
査

し
て
検
討
し
た
い
。
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つぶやき

橋ができることで活
性化が進み、流れが
変わるんだけどなぁ

西部地区にも商業施設を

川田 延明議員
N O B U A K I  K A W A T A

12

問　
あ
ん
し
ん
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
。

町
長　

協
力
会
員
８
名

利
用
会
員
３
名
で
す
。
利

用
の
内
訳
は
清
掃
２
件
、

買
い
物
代
行
１
件
で
す
。

ま
だ
周
知
不
足
の
面
も
あ

り
現
在
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
宅
へ
の
訪
問
を
始
め

【 町長 】将来的には新たな商業施設も
　　　　必要と考えます

て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
広
報
紙
や
地
域
サ
ロ

ン
な
ど
で
説
明
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
西
部
地
区
に
商
業
施

設
が
少
な
い
が
用
地
造
成

の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

現
在
ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
西
側
に
商
業
施
設

を
誘
致
し
て
い
る
所
で
あ

り
館
林
都
市
圏
と
い
う
限

ら
れ
た
中
で
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
新

た
な
商
業
施
設
も
必
要
と

考
え
ま
す
。

　
県
土
整
備
プ
ラ
ン
に
は

平
成
34
年
ま
で
に
利
根

川
新
橋
着
手
と
あ
り
ま

す
。
橋
が
で
き
た
際
に
は

川
の
駅
や
道
の
駅
と
い
っ

た
大
規
模
な
施
設
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

姉
妹
都
市
提
携
の
考
え
は

【
町
長
】　
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

問　
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
も
含
め
道
路
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
考
え
は
。

町
長　
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
く
に
は
優
先

順
位
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
明
和
町
か
ら
大
泉

町
方
面
へ
の
道
路
が
現
状

迂
回
し
て
い
ま
す
の
で
、

延
伸
も
含
め
早
い
う
ち
に

繋
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
路
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
物
の
流
れ
、
人
の
流
れ

が
変
わ
り
活
性
化
に
繋
が

り
ま
す
。

問　
町
の
活
性
化
に
繋
が

る
姉
妹
都
市
の
提
携
に
よ

る
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
拡
充
は
。　

町
長　

現
在
農
業
等
体

験
型
の
返
礼
品
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
申

し
込
み
に
つ
い
て
も
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
拡
充

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
に
よ

る
地
域
間
交
流
に
つ
い
て

も
平
成
32
年
ま
で
に
取
り

組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
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　　スクールカウンセラーを
　　増やす考えはあるか

スクールカウンセラーと
相談員・指導員は役割が
違います。子どもの悩み
ごとに相談先の選択肢を
増やしてあげたい

つぶやき

13

【 教育長 】相談員や指導員の話を
　　　　　聞きながら検討します

問　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
活
用
状
況
は
。

教
育
長　
小
学
校
で
隔
週

１
回
６
時
間
、
年
間
15
回
。

中
学
校
で
毎
週
１
回
６
時

間
、
年
間
30
回
。
平
成
28

年
度
の
相
談
件
数
は
小
学

校
の
児
童
３
件
、
保
護
者

商
業
地
の
誘
致
企
業
は
決
ま
っ
た
か

【
町
長
】　
企
業
誘
致
推
進
室
を
設
置
し
鋭
意
努

力
し
て
い
ま
す

12
件
。
中
学
校
の
生
徒
80

件
、
保
護
者
26
件
で
す
。

問　
町
の
単
独
事
業
と
し

て
増
や
す
考
え
は
。

教
育
長　
来
年
度
か
ら
適

応
指
導
教
室
を
町
民
プ
ラ

ザ
に
移
転
し
、
新
た
な
指

導
員
を
配
置
す
る
予
定
で

す
。
今
後
、
相
談
員
や
指

導
員
の
意
見
を
継
続
的
に

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
不
登
校
に
な
る
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
教
育
長
は
何
が
原

因
だ
と
考
え
る
か
。

教
育
長　
保
護
者
や
子
ど

も
に
と
っ
て
、「
学
び
の

場
」
と
し
て
の
学
校
の
位

置
づ
け
が
変
化
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
よ
り
家
庭

に
い
た
ほ
う
が
楽
し
く
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ず
に
生

活
で
き
る
の
で
、
不
登
校

が
増
え
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

問　
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
西

側
の
商
業
地
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
誘
致
活
動
を

し
て
い
る
の
か
。

町
長　

営
業
活
動
を
し

た
中
で
国
内
大
手
企
業
に

絞
り
交
渉
を
進
め
て
お
り
、

分
譲
契
約
に
結
び
付
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
新
規
工
業
団
地
の
誘

致
戦
略
は
。

町
長　

先
に
進
出
企
業

を
見
つ
け
、
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
方
式
で
造
成
工
事

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

造
成
は
莫
大
な
予
算
と
な

る
た
め
、
県
企
業
局
に
実

施
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

スクールカウンセラーとの相談室
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つぶやき

子育て支援と平行して
婚活支援を積極的に
やってほしいなぁ～
少子化対策・地域活性
化にもなるのになぁ～

婚活イベントの開催は

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

問　
本
町
に
提
出
さ
れ
る

婚
姻
届
が
年
間
、
何
件
あ

る
の
か
、
過
去
５
年
間
の

件
数
は
。

町
長　
過
去
５
年
間
の
届

け
出
数
は
、

平
成
24
年
度
、49
件
。

平
成
25
年
度
、47
件
。

平
成
26
年
度
、43
件
。

平
成
27
年
度
、48
件
。

平
成
28
年
度
、49
件
で
す
。

問　
現
在
、
お
こ
な
っ
て

い
る
結
婚
支
援
事
業
の
内

容
と
成
果
は
。

町
長　
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
ま
で
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
年
間
数
回
、
計

画・実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

広
域
連
携
に
よ
り
邑
楽
郡

５
町
で
「
縁
結
び
」
と
題

【 町長 】人口減少対策イベントを
サポートしたい

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
は
４
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

問　
平
成
30
年
度
以
降
、

本
町
独
自
で
男
女
の
出
会

い
を
支
援
す
る
よ
う
な
事

業
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
広
域
的
な
連
携
に

よ
り
、
人
口
減
少
対
策
が

図
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
門
扉
の
状
態
や

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
警
備
体

制
は
。

教
育
長　
門
扉
は
小
学

校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
で

は
、
閉
め
て
い
ま
す
が
中

学
校
は
開
い
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
東
小
４

台
、
西
小
３
台
、
中
学
校

１
台
、
東
西
幼
稚
園
各
２

台
、
西
保
育
園
３
台
、
東

保
育
園
２
台
で
す
。

問　
防
犯
体
制
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
る
か
、
ま
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
訓
練

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
各
校
・
各
園
で

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
不
審

者
対
応
訓
練
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
防
犯
出
前

講
座
や
安
全
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
町
内
の
各
地
域

で
児
童
生
徒
の
登
下

校
を
見
守
っ
て
い
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交

通
指
導
員
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
登
下

校
時
に
指
導
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
下
校
時
に
は

役
場
の
安
全
安
心
保
安
員

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
の
安
全
安
心

確
保
の
た
め
に
今
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
課
題
は

【
教
育
長
】　
安
全
安
心
確
保
の
た
め
に
今
後
も

募
集
を
継
続
し
て
い
き
た
い

防犯ボランティア 必須アイテム
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　　　３月の町長、議員の
　　　選挙は適正か

町民が主役の選挙！
しっかり議論していき
たい

つぶやき

【 町長 】４年の任期を全うすることが大切

問　
４
年
に
１
度
、
本
町

で
は
町
長
、
議
員
の
選
挙

が
３
月
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
３
月
に
は
、
次
年
度

の
予
算
を
決
め
る
大
事
な

議
会
が
あ
り
、
そ
の
議
会

は
２
月
に
臨
時
議
会
と
し

て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

職
員
に
お
い
て
は
年
度
末

の
多
忙
時
期
な
の
で
業
務

に
支
障
が
あ
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
現
職
議
員
や
町

長
に
お
い
て
も
自
分
の
選

挙
で
議
会
に
集
中
で
き
な

い
の
で
は
。
地
方
自
治
法

に
よ
り
簡
単
に
選
挙
日
を

変
更
で
き
な
い
が
、
３
月

の
選
挙
は
適
正
か
。

町
長　
議
員
の
任
期
は
昭

和
の
大
合
併
の
昭
和
31
年

行
政
懇
談
会
で
政
策
等
が
伝
わ
っ
た
か

【
町
長
】　
関
心
度
を
高
め
て
も
ら
え
ま
し
た

３
月
30
日
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
町
長

選
挙
も
昭
和
47
年
か
ら
長

き
に
わ
た
り
３
月
に
実
施

さ
れ
、
ま
た
４
年
に
１
度

と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の

業
務
に
お
い
て
は
長
年
の

経
験
の
蓄
積
か
ら
支
障
が

な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
私

も
議
員
も
与
え
ら
れ
た
４

年
間
の
任
期
を
全
う
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

髙橋 祐二議員
Y U J I  T A K A H A S H I

問　
何
年
ぶ
り
の
行
政
懇

談
会
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。
町
内
10
か
所

で
参
加
者
は
、
３
６
３
人

で
し
た
。

問　
ど
の
よ
う
な
質
問
が

多
か
っ
た
か
。

町
長　
空
き
家
対
策
、
都

市
計
画
道
路
、
ご
み
問

題
、
耕
作
放
棄
地
等
、
57

名
か
ら
質
問
、
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

問　
町
の
政
策
等
は
伝
え

ら
れ
た
か
。

町
長　
各
課
ご
と
に
、
分

か
り
や
す
い
、
見
や
す
い

資
料
を
作
成
し
丁
寧
な
説

明
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
、
行
政

に
対
し
て
の
関
心
度
が
高

ま
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
行
政
懇
談
会
は
毎
年

や
る
の
か
。

町
長　
春
に
町
づ
く
り
町

民
集
会
が
あ
り
ま
す
の
で

２
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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川田 延明（委員長）
酒巻 広明（副委員長）
柿沼 英己
小林 正明
大澤 成樹

主
な
質
疑

問

建
築
後
30
年
以
上

経
過
し
た
公
共
施
設
が
多

い
が
今
後
の
計
画
は
。

答
主
に
学
校
教
育
施
設

関
係
が
多
い
で
す
。
30
年

を
超
え
る
建
物
が
６
割
以

上
で
平
成
28
年
度
に
国
の

指
導
に
よ
り
公
共
施
設
整

備
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
今
後
個
別
計
画
の
中
で

順
次
改
修
等
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
中
学
校
の
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
。

答
先
生
方
の
労
働
時
間

軽
減
を
目
的
に
原
則
平
日

１
日
と
、
土
日
の
ど
ち
ら

か
を
休
み
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
も
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
郡
の
校
長
会
に

お
い
て
、
生
徒
に
影
響
の

な
い
形
で
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。  

意
見
交
換

 

【
自
主
財
源
確
保
に

つ
い
て
】

議
員

婚
姻
届
け
提
出

時
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

執
行
部
婚
姻
届
に
み
ど

り
ち
ゃ
ん
の
絵
柄
を
入
れ

て
独
自
性
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
提
出
時
に
は
、
記

念
撮
影
で
き
る
場
所
を
設

け
る
な
ど
町
独
自
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員

公
共
施
設
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ(

命

名
権)

に
つ
い
て
。

執
行
部

本
町
に
は
総

合
体
育
館
や
芝
の
サ
ッ

カ
ー
場
、
な
か
さ
と
公
園

な
ど
の
自
慢
で
き
る
施
設

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か

ら
地
元
に
根
ざ
し
た
企
業

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員
国
県
の
補
助
金
の

積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て
。

執
行
部

直
接
の
補
助

金
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
中

で
エ
コ
関
係
等
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
別
の

補
助
金
も
併
用
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

議
員

利
根
川
河
川
敷

の
利
用
に
つ
い
て
。

執
行
部

観
光
資
源
と

し
て
優
れ
た
も
の
が
あ
り

整
備
等
の
問
題
や
利
用
料

等
、
利
用
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

に
つ
い
て
】

議
員

通
学
路
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
。

執
行
部

本
町
で
は
平

成
20
年
に
設
立
し
１
０
０

名
ほ
ど
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
35
名
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
周
知
の

方
法
を
考
え
て
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

≫自主財源確保、安心安全な町づくりについての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

≫主な所管事務について
総　務　課…第２回ちよだ利根川おもてなしマラ
　　　　　　ソンについて
　　　　　　交通事故発生状況について　　　
財　務　課…市町村行財政診断結果について

子ども達の安心安全を見守っています

会　計　課…口座振り込み通知書の郵送廃止に
　　　　　　ついて
教育委員会…町内スポーツ選手の活躍について
　　　　　　総合体育館アリーナの床改修工事
　　　　　　について
　　　　　　イベントについて
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髙橋 祐二（委員長）
大谷 純一（副委員長）
青木 國生
細田 芳雄
森　 雅哉
橋本 和之

主
な
質
疑

問
東
小
学
童
ク
ラ
ブ
の

申
込
み
状
況
は
。

答
年
度
当
初
で
毎
日
利

用
希
望
を
し
て
い
る
子
ど

も
は
18
人
、
夏
休
み
等
の

長
期
休
暇
中
は
35
人
で
す
。

問
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
分
譲
価
格
の
値
下
げ

等
は
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
の
か
。　
　
　

答
近
隣
の
住
宅
展
示
場

等
へ
定
期
的
に
出
向
い
て
、

各
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
チ
ラ

シ
を
渡
し
て
い
ま
す
。
ま

た
新
聞
折
り
込
み
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
本
田
の
チ
ラ
シ
掲

載
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

問
ご
み
削
減
の
状
況
は
。

答
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
と
平
成
27
年
度

を
比
べ
る
と
、可
燃
ご
み
は

54
ト
ン
減
、不
燃
ご
み
は

26
ト
ン
減
、資
源
物
は
27

ト
ン
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

意
見
交
換

 

【
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
】

議
員

幼
保
一
元
化
の

運
営
方
法
は
。

執
行
部

料
金
に
つ
い

て
は
、
一
元
化
に
な
っ
て

も
国
や
町
の
条
例
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
基
本

的
な
部
分
は
変
わ
ら
な
い

予
定
で
す
。
時
間
に
つ
い

て
は
、
現
在
は
11
時
間
の

開
所
で
す
が
、
も
っ
と
延

長
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

議
員

東
保
育
園
、
東

幼
稚
園
は
道
を
隔
て
て
、

別
々
に
な
っ
て
い
る
が
、

将
来
一
か
所
に
ま
と
め
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

執
行
部

今
の
と
こ
ろ

は
、
ク
ラ
ス
年
齢
ご
と
に

両
方
の
施
設
を
使
う
予
定

で
す
。
一
か
所
に
建
て
か

え
る
こ
と
は
、
現
状
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
】

議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
の
各
地
区
で
の
拠
点
回

収
を
実
施
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

執
行
部

平
成
30
年
度

か
ら
各
地
区
の
資
源
物
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

資
源
物
の
収
入

等
は
町
に
入
る
の
か
。

執
行
部
太
田
・
大
泉
の

組
合
に
入
り
、
町
の
負
担

金
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員

資
源
物
の
収
入

が
町
や
地
区
に
直
接
入
る

シ
ス
テ
ム
を
作
れ
ば
、
町

民
の
意
識
が
も
っ
と
高
ま

る
と
思
う
が
。

執
行
部

区
長
や
環
境

衛
生
委
員
と
、
協
議
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

住民福祉課…東小学童クラブの新築工事について
　　　　　　介護保険について
環境保健課…保健センタ－まつりについて
　　　　　　粗大ごみ回収について

≫幼保一元化、ごみ減量化、水害における水路についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

経　済　課…産業祭、企業情報交換会について
都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況に
　　　　　　ついて
　　　　　　舞木土地区画整理組合について

≫主な所管事務について

ルール違反の搬入物
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要望書を町長へ提出しました

管内視察レポート

　町行政施策の推進や課題の解決に向け、県外視察及び管内視察をし調査・研究をおこないました。

　今年度は消防関係者との意見交換会をおこない、現状や課題の把握をしました。また、委員会における執

行部との意見交換においては、現状や町の考え方を伺いました。

　両常任委員会として、町行政施策の進展に寄与することを目的として委員会ごとに意見集約をおこない、

議会として町に対し要望書を提出しました。

●総務文教常任委員会要望事項
　・消防、減災関係について
　　（１）消防団の人員確保の推進
　　（２）災害対策時の装備品の充実

●福祉産業常任委員会要望事項
　・ごみ問題について
　　（１）ごみの減量化とリサイクル率向上の推進
　・河川と排水路について
　　（１）河川と排水路の管理を徹底すること 議長・両常任委員長より町長へ提出

総 務 文 教
常任委員会

福 祉 産 業
常任委員会

日時：平成29年12月11日
場所：千代田町立学校給食共同調理場
　　　(千代田町給食センター)

日時：平成29年12月12日
場所：台風21号による越水や道路
　　　冠水地

　子どもたちが口にする学校給食について視察しました。
　毎日幼稚園２園、小中学校３校に1,200食を提供して
います。
　食の安全としてＨＡＣＣＰ(※)の考えにもとづき、衛生
管理を徹底し安心安全な学校給食に努めています。
　食育では毎日必要な栄養素やカロリーを考え、なるべく
旬の食材を使い、地場産にこだわった献立を考えています。
　しかし、毎日食べ残しがあり、月に２トン位の残飯が出
るそうです。　　　　　　　　　　　　酒巻　広明　記

　平成29年10月22日(日)より23日(月)にかけて襲来
した台風21号の本町における被害状況、越水箇所、冠
水箇所の確認をしてきました。
　本町では床上浸水(３棟)・床下浸水(２棟)を含め、越
水箇所も多地点に及び道路冠水も18か所以上に及びまし
た。特に中島地区の冠水被害は大きく、排水対策は喫緊
の課題です。河川に関しては他市町にまたがっているため、

（※）HACCPとは…原材料の受入から最終製品まで
の各工程ごとに、微生物による汚染、金属の混入な
どの危険要因を分析(HA)した上で、危害の防止につ
ながる特に重要な工程(CCP)を継続的に監視・記録
する工程管理システムです。

千代田町給食センター内

舞木（14区）地内　

献立の一例

下中森（７区）地内

本町のみならず、広域行政で解決しなくてはならない
問題となっています。
　町民にとって「安心・安全」な町づくりを行政に提
案していきたいと考えています。　　大谷　純一　記
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　宜野湾市は沖縄本島の中部、那覇市の北約12kmに
位置し中心部を普天間基地が占める都市です。
　その宜野湾市で議会改革の研修をしました。議会で
は、活動の元となる条例の必要性から平成28年6月に
議会基本条例を制定し、この条例にもとづき「議会報
告及び市民との意見交換会」を実施しています。市民
に対して、議決結果の説明責任を果たすとともに市民の
声を政策に反映させることを目的としておこなわれてい
ます。素晴らしいのは、市民からの意見や要望を市政
の課題と捉え、議会で調査・検証をおこない、政策立
案や市長への政策提言に繋げるよう努めているところで
す。また、議会活動の情報発信や市民参加型を推進し、
先進的に実施していると感じました。

　本町も平成29年で５回目を開催した議会報告会
ですが、改めて「町民目線に立った議会報告会・意見交
換会」を目指したいと思いました。

大澤　成樹　記

　名護市は沖縄本島の北部に位置した人口約62,500
人の都市です。近隣では館林市と友好都市にもなって
います。
　なごアグリパークは、名護市の農業粗生産額が減少し
てきたため、農家所得を安定させるための手段として農
地利用最適化(販路拡大や高付加価値化)をし、農産物
６次産業化支援拠点施設整備事業として、平成24年度
から平成28年度までに段階的に整備が進められ、総
額17億円の約８割を沖縄振興特別推進交付金(一括交

付金)をもとに建設されました。本町でも地元特産品で
６次産業生産物の積極的戦略と観光業を取り入れなが
ら、観光人口を
増やし、移住・定
住に繋げていか
なければならな
いと感じました。

大谷　純一　記

　与那原町は沖縄本島の東海岸南部に位置し那覇市
から９kmの地点で、世帯数は約8,000、人口は約
19,500人、年間の平均気温は約22度の県内で一番小

さい町ですが、一度住んだら離れたくない、動きたくな
い町とのことで人口増加率は県内Nｏ.１で毎年右肩上
がりに増えています。人口増加につながるのは、若年
層が多く、その結果、子どもの数も多いことから子育て
支援について視察しました。
　町には子ども子育て支援に関する事項を調査審議す
る、子ども・子育て支援会議が発足しています。その取
り組みの中には、認定こども園の普及や保育の場を増
やし、待機児童を減らす取り組みもありました。
　千代田町議会も子育て支援を単独でする課の新設を
要望しています。幼保一元化に向けてしっかりと準備し
なければと感じます。　　　　　　　　髙橋　祐二　記

議会全体研修
日時：平成29年10月16日～18日
場所：沖縄県　宜野湾市、名護市、与那原町

議会改革・６次産業・
　　　　　　子育て支援について学ぶ

視察研修
レポート

参加者：襟川 仁志･青木 國生
細田 芳雄･柿沼 英己
小林 正明･髙橋 祐二
川田 延明･森　 雅哉
大谷 純一･橋本 和之
酒巻 広明･大澤 成樹
高橋 純一 (町長 )

宜野湾市

名 護 市

与那原町
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　私たち香づき会は、皆、心を一つにして友情
の和を大切に、常にボランティアの心を忘れる
ことなく、芸を磨き、心を磨き、明るく楽しい
会でありますよう、努めています。
　平成2年に結成し、町内はもとより町外の方
も参加しており、会員数は20名です。
　千代田の祭川せがきはもちろん、体育祭、文
化祭など町の多くのイベントに参加し、また高
齢者施設や社会福祉施設への慰問にも年間を通 して多く訪問しております。

　いまでは、近隣の明和町、熊谷市からも招かれ
舞踊を披露しています。
　毎週火・金曜日　午後３時から関口宅で稽古を
していますので、踊りたい方、見学の方も大歓迎
です！！　ぜひ、いらしてください。

千代田町議会だより「大河」141号　平成30年１月25日発行 20

元気の源
千代田町の みなもと

Vol.35

会議録は町のホームページからご覧になれます

今号の表紙
平成29年12月26日に子ども議会が開催されま
した。
中学生の議員からは鋭い指摘があったり、思いや
りに溢れた質問があったりと、冬の寒い時期でし
たが議場は熱気に包まれていました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

とても元気な関口さん、稽古に対しては
厳しい指導！　終われば、満面の笑みで
会員さんに接しておりました。これが「元
気の源」だと実感しました。髙橋･川田

次回の定例会は、

　３月６日（火）～３月16日（金）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

香づき会
代表者：関口はま子さん（上中森）

常にボランティアの心を

取材
議員の

ひとこと


